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２０１９年度総会・研究発表講演会開催報告 
 

                          2019 年度総会･研究発表講演会実行委員会 

                        山舘 順(サレジオ高専) 

 

2019年度総会･研究発表講演会は6月8日(土)の

午前､午後にわたり東京都町田市小山ｹ丘所在のｻﾚ

ｼﾞｵ工業高等専門学校(以下本校､敬称略)二階231

会議室にて開催された｡ 

実行委員長挨拶の後､校長小島知博神父による講

演｢ｻﾚｼﾞｵ高専の技術教育について｣があり､電気工

学科､ﾃﾞｻﾞｲﾝ工学科の設置､高度成長時代への対応

を考えての情報工学科設立､さらに2005年度現町田

ｷｬﾝﾊﾟｽ移転と変転を重ねた模様が紹介され､4学科

約800人の学生と100人の教職員を抱える規模となっ

た事で新時代を迎えるとした｡ 

続く大島真樹先生の特別講演｢ﾗﾝﾁｪｽﾀｰ理論の

応用による三増合戦の犠牲者数｣は戦術上の理論で

ある同理論を応用して戦国期に神奈川県愛川町で

行われた北条と武田の合戦について､敗者とされた

北条方の犠牲者数が武田方の史料｢甲陽軍鑑｣が主

張する数のほぼ半数に留まるのでは?との仮説を提

示した｡またｼｭﾐﾚｰｼｮﾝの数に近い犠牲者数と北条

一族の将殆どを討取ったと記述する武田勢力下の諏

訪大社文書二通を合考することで、｢甲陽軍鑑｣の誇

張を裏付ける手掛を得るとした｡ 

(1)技術史･技術文化史のｾｯｼｮﾝでは武長玄次郎

｢嘉南大圳のﾄｯﾌﾟ･枝徳二｣､つづいて山舘順｢内田百

閒と明治製糖私設鉄道｣､岡崎昭仁｢戦前･戦中の戦

闘機開発に見る開発力の比較 第2報-開発者の視

点から-｣､渡部紘一｢古代ﾒｿｱﾒﾘｶ文明遺跡の実地調

査研究-第5報ﾏﾔ文明古典期の都市-ﾃｨｶﾙとｺﾊﾟﾝ-｣､

の4講演､続く(2)技術史･技術文化史では塩津宣子・

下間頼一｢海の王都-壱岐の至宝-｣､下間頼一・汪

蘇・陳靖遠・塩津宣子｢周口店 北京原人遺跡の実地

調査研究-猿人洞を中心として-｣､佐々木尭｢寝殿造

りの源流Ⅱ-釣殿を中心にして-｣､南正晴｢山口県常

盤池の歴史-地勢､気候の観点からの考察-｣の4講演

があった｡ 

昼食を挟み午後の(3)技術論･技術教育では丸山

晴男・中條祐一｢｢単位と歴史｣を導入とした工学教育

に関する一考察-高等学校の理工系科目〔工業科目､

理科､(化学)〕における授業実践-｣､奥野信一｢戦後

日本の森林理解教育の変遷 ｢私たちの森林｣の分

析から｣､牛山泉・飯野光政｢日本における大規模風

力発電導入の歴史(第3報)｣､吉田喜一｢荒川区南千

住に存在した産業遺構･工場群｣､の4講演がなされた｡ 

(4)科学論･技術論では､西川利男｢APLとJ-英語に

よらないｺﾝﾋﾟｭｰﾀ言語-科学技術者への自身のﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾐﾝｸﾞに向けて｣､小沢康美・高久有一・酒井毅・矢藤

孝｢球体車輪空陸両用ﾄﾞﾛｰﾝの開発｣､高久有一・松

崎宙｢ﾜﾝﾁｯﾌﾟﾏｲｺﾝによるｲﾝﾄﾞｱ模型飛行機の制御｣､

久間英樹・福岡久雄｢佐渡金銀山内屏風沢間歩群と

吉田松陰｢東北遊日記｣との関係｣4本の講演がなさ

れた｡ 

全18件の多彩な主題のもと力のこもった講演であ

り､また今回初の試みとして開催校である本校学生の

聴講を認めた為､若い人々の熱気を感じながらの講

演となった｡ 

特別講演も若手研究者による文理融合ﾃｰﾏを目

指したものであり､今後本学会がどのように発展して

いくかを占う上でも些少ながら役割を果たすことが出

来たものと信じたい｡ 

到らぬ実行委員長にも拘らず委員の方々､関係各

位にむけあらためて感謝申し上げます。 
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【総会開催報告】 

日本技術史教育学会 2019 年度総会報告 
鈴木 夏夫（本学会総務担当理事） 

2019年度総会は2019年6月8日(土)町田市のｻﾚｼﾞ

ｵ高専2階231号室において開催された｡参加人数は

27人､山舘順実行委員長による開会宣言､牛山泉会

長のご挨拶後､議長団選出に移り､議長吉田喜一､書

記穂積洋一両氏を選出､以下の順に議事進行した｡ 

審議事項1 2018年度事業報告が総務･企画･編集担

当各理事よりなされた｡ 

1)総会･全国大会･関西支部総会 

総会は2018年6月23日(土)､千代田区の上智大学四

谷ｷｬﾝﾊﾟｽにて開催(長嶋利夫実行委員長)｡全国大

会は同年12月22日(土)∼23日(日)厚木市の神奈川

工科大学で開催(岡崎昭仁実行委員長)､12月23日

(日)は見学会｡関西支部総会･講演会は2019年3月

10日(日)大阪市の大阪産業大学梅田ｻﾃﾗｲﾄｷｬﾝﾊﾟ

ｽにて開催､3月9日(土)は見学会､関西支部主催｡ 

2)他学協会との関連事業 

日本工学教育協会など､他学協会との関連事業を

開催した｡ 

3)学術刊行物の発行 

学会誌｢技術史教育学会誌｣第20巻第1号(2018年

11月)を発行｡ﾆｭｰｽﾚﾀｰ｢技術史教育｣第114∼117号

(2018年4月,7月,10月,2019年1月)を発行｡ 

4)その他 

学会規約により日本技術史教育学会｢功績賞･業績

賞｣､｢優秀講演論文賞｣候補者を審査し､総会で表

彰を行った｡日本学術会議､科学技術振興機構等

からの事務的要請に対し､事業協力を行った｡他学

会からの要請により高度な学術支援を行った｡学会

HPを定期更新した｡学会誌の投稿規程を改定した｡ 

審議事項2 2018年度収支決算報告がなされた｡ 

｢収入の部｣の表において注記はあるが△記号の使

い方が簿記上間違いであるとの指摘があり訂正する

ことになった｡｢支出の部｣の表において｢論文出版事

業費｣中｢印刷製本費｣の｢摘要｣欄の｢講演論文集(2

回)｣の｢(2回)｣は｢(1回)｣が正しい旨の説明があった｡ 

審議事項3 会計監査報告が田中明美監事よりなさ

れ､2018年度事業報告､収支決算報告とも訂正条件

付きで承認された｡ 

審議事項4 2019年度事業計画案が承認された｡内容

は以下の通り 

1)総会･全国大会･関西支部 総会は2019年6月8日

(土)ｻﾚｼﾞｵ高専にて開催(山舘順実行委員長)､全国

大会は2019年12月に福井高専での開催を検討中｡

関西支部総会･講演会･見学会 2020年3月14日

(土)に総会･講演会を大阪産業大学(大阪)で､15日

(日)に見学会を関西支部担当で開催予定｡ 

2)国際会議開催・｢2019年機械設計･技術史国際会

議｣を2019年9月9日(月)∼12日(木)に関西大学千里

山ｷｬﾝﾊﾟｽ他で開催予定｡ 

3)他学協会との関連事業・2019年度も他学協会との

関連事業を積極的に開催する｡ 

4) 学術刊行物の発行・学会誌｢技術史教育学会誌｣

第21巻第1号(2019年9月)､第2号(2020年3月)発行

予定｡ﾆｭｰｽﾚﾀｰ｢技術史教育｣第118∼121号(2019年

4月,7月,10月,2020年1月)発行予定｡ 

5)その他・学会規約による日本技術史教育学会｢功

績賞･業績賞｣､｢優秀講演論文賞｣の候補者を募集､

審査･表彰を行う｡日本学術会議､科学技術振興機

構等からの要請に対し､事業協力を行う｡他学会か

らの要請により高度な学術支援を行う｡学会HPを定

期更新する｡ 

審議事項5 2019年度収支予算書(案)の提案が説明

された｡｢収入の部｣の表において寄付金が含まれて

いることの説明があった｡｢支出の部｣の表において

｢論文出版事業費｣中｢印刷製本費｣が昨年度よりも多

くなっているのは講演論文集1回分が未払いであるこ

との説明があった｡また､同表において｢その他の事

業費｣中｢ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ費｣が昨年度のちょうど2倍になっ

ているのは前年度未払い分が存在するためであるこ

との説明があった｡上記の説明を受けて本収支予算

書が承認された｡ 

報告事項1 関西支部関連報告 

関西支部長より関西支部における昨年度活動報告､

および今年度事業計画の説明があった｡ 

報告事項2 国際会議開催 

国際会議実行委員長より今年の9月に開催される国

際会議の概要が説明された｡ 

審議事項(続1) 総会議事録の署名人記載と押印の

提案⇒本提案に対して反対意見もあり､議長の発案

により今後の理事会の検討課題とした｡ 

審議事項(続2) ｢会計監査｣と｢監査｣の質問 

決算報告書下方に｢会計監査｣と学会活動全体??の

｢監査｣を別個に扱うべきかどうか?⇒これも議長の発

案により今後の理事会で検討することとなった｡ 

審議事項(続3) ｢学会誌論文転載｣料金について 

現在すでに他学会より転載希望が来ており早急に料

金を決める必要がある｡有料にするか無料とするか?

について議論し､無料とすることになった｡ 

議長団解任後､表彰状授与式に移り､これをもって

2019年度総会は閉会した｡ 

表彰式 

｢功績賞･業績賞｣は該当者 不在 

｢優秀講演論文賞｣は久間英樹 氏｡山舘順 氏｡岡

崎昭仁 氏｡丸山晴男 氏であることが公開され､牛山

会長から各氏に表彰状が授与された｡参加者は拍手

で各氏の受賞を祝福した｡            以上
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 【全国大会開催案内】    日本技術史教育学会2019年度全国大会(福井･鯖江) 
開催案内と研究発表講演募集 

 
2019 年度全国大会(福井･鯖江) 開催実行委員会 

委員長 高久有一(福井高専) 
 

本学会2019年度全国大会を､2019年12月14日(土)
～15日(日･休日)(15日は見学会)に福井県鯖江市の
福井高専で開催いたします｡つきましては会員各位
による研究発表を募集いたします｡ 

会場：福井高専（福井県鯖江市下司町、TEL 
0778-62-1111(代表) JR鯖江駅から徒歩約25分、ﾀｸ
ｼｰ約7分） 
◆募集要領:研究発表希望の会員は､下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚ
ｽに以下の項目を記入し送付する、または必要事項
を記入の上、学会事務局へ封書でお送りください。        

申込先：「happyou.jseht@gmail.com」 
1)講演題目:主題,-副題- 
2)講演者名:登壇者に○印(会員に限る),所属名(およ
びその略称) 
3)申込者連絡先:〒･住所･TEL/FAX･E-mail 
4)ｷｰﾜｰﾄﾞ:5つ程度 
5)使用機器：PCと液晶ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀを用意します。(USB
をご持参ください)｡なお､「受付後の講演題目と発表
者名の変更は認められません」｡講演原稿執筆時に
十分ご注意ください｡ 
◆研究発表申込締切:2019年10月15日(火)17時必着 
◆研究発表講演原稿提出期限:2019年11月15日
(金)17時必着 (ともに期限厳守)、申込から原稿提出
まで時間的余裕がございませんが､ご理解ください｡ 

◆研究発表講演原稿は、PDFでの提出をお願いい
たします。 
◆講演資格:講演発表は｢2019年度会費納入済｣の
会員であることが前提です｡ 
◆申し込みの方におかれましては、同一講演者の場
合は一件のみの申し込みでお願い致します。 
◆学会事務局:〒113-0034 東京都文京区湯島1-
12-5 小安ﾋﾞﾙ6階,㈱ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付,日本技術史教育
学会事務局2019年度全国大会実行委員会宛。
TEL/FAX:03-3835-2494(電話対応は毎週火曜日の
み,FAX常時受付)｡ 
◆開催校連絡先:福井高専電子情報工学科准教授 
高久有一（ﾀｶｸﾕｳｲﾁ）TEL/FAX 0778-62-1111(代) 
e-mail: takaku＠fukui-nct.ac.jp 
特別講演は検討中、見学会は福井の技術史関連施
設を予定（変更もあります）。2019年12月15日（日）、
詳細は次号に掲載。 
◆全国大会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ､見学会等の詳細はﾆｭｰｽﾚﾀｰ
第120号と本学会ｳｪﾌﾞｻｲﾄに掲載いたします｡ 
◆その他、全国大会参加費3,000円、交流会、見学
会参加費は次号に記載。 

 

【 理事会議事録 】 
◆第156回（通算199回）理事会 
日時:2019年4月27日(土),15:00～18:00,場所:ｻﾚｼﾞ
ｵ高専会議室,出席者:牛山・堤・武長・中條・桑原・
山舘・渡部・穂積 
議題 0) 前回(第155回)議事録承認,1)各部門報告
<総務(会員動向･会費納入状況･HP更新)､編集(学
会誌･NL編集関連)、企画(2019年度総会準備･
2018 度 関 西 支 部 報 告 ･ 国 際 会 議 開 催 準
備)>,2)2019年度総会次第･事業報告･収支決算･事
業計画案･予算案･表彰者選定,3)その他，4）次回
理事会2019年6月以降･開催場所ｻﾚｼﾞｵ高専 
 

【 新入会員紹介 】 
❐岡村 征二(OSｸﾞﾘｰｽ・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ事務所）,石田 

香澄 (㈱文化財構造計画) 
 個人情報につき、氏名・所属のみ掲載（敬称略） 
 

【 会費納入のお願い 】 
 2019 年度も 4 ヶ月が経過しますが、本年度会費
（正会員 6,000 円、学生会員 3,000 円）未納の方は
早めに納入をお願いします。また過年度会費未納

の方についても、本年度会費に未納年度会費をあ
わせて早急に納入してくださるようご協力ください。
なお会費納入用の郵便振込用紙は、本年 4 月 30
日発行のﾆｭｰｽﾚﾀｰ第 118 号とともに、会員各位の
お手元に送付済みです。 
 

【 関連学会案内 】 
 産業考古学会 2019 年度全国大会は 11 月 8∼10
日に福岡県中間市にて開催予定です。詳細はﾎｰ
ﾑﾍﾟｰｼﾞ http://sangyo-koukogaku.net/recruit.html
でご確認ください 
 

【 編 集 後 記 】 
猛暑だった昨年の7月とは打って変わって梅雨

寒と日照不足､長雨が続いておりましたが如何お過
ごしでしょうか？今年度の全国大会は12月に福井
県鯖江市において開催するため準備を進めており
ます。師走の忙しくなる時期ではございますが、多
くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。ま
た､9月9日∼12日には機械設計と技術史国際会議
が大阪にて開催予定でおります。    (穂積洋一) 
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